
図書館企画展示『新収！郷土資料展』 
●場所  図書館入口の展示コーナー     ●日時  3 月より継続 

 

先月より、ここ 1 年間で図書館が受け入れた主な郷土資料をご紹介していますが、4 月も継続し

て展示しています。近年は地域の方々からも珍しい資料・貴重な資料を多く寄贈していただいている

ので、この機会にぜひ一度、ご覧になってください。 
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今月のトピックス 

ハッピーイースター！ 
最近、日本では海外のイベントを取り入れて楽しむようになってきました。その中の一つが

「イースター（復活祭）」といい、キリストの復活をお祝いするお祭りです。そしてイースター

で使われる卵は、生命の誕生を意味します。またウサギは、たくさん子どもを産むことから豊

かな生命の象徴とされています。今回はそんな卵とウサギにまつわる本を紹介します。 

●『ごちそうたまごレシピ』 浜内 千波/著 日本文芸社 596.3 ハ 

●『タマゴの歴史』 ダイアン トゥープス/著  村上 彩/訳  原書房 648.3 ト 

●『うさぎ島』 福田 幸広/写真 日経ナショナルジオグラフィック社 748 フ 

●『「うさごころ」がわかる本』 寺尾 順子/監修 日本文芸社 645.9 ウ 

●『エッグマン』 辻 仁成/著 朝日新聞出版社 913.6 ツ 

地域の歴史に親しむ講座 

 藤まつり期間中、津島地域の歴史と文化について学ぶ講座を図書館で開催します。 

●場所  津島市立図書館 ２階大集会室 

●日時  一覧表の通り     ※事前申し込み不要・無料 
 

4 月 22 日（日） 講座名 講師 

13 時～14 時 15 分 「津島の山車祭の歴史文化」 黒田剛司氏（津島山車保存会） 

14 時 30 分～16 時 「津島山車祭のお囃子実演 中之町・
小中切・米之座 競演」 

中之町・小中切・米之座の実演 

5 月 4 日（金・祝） 講座名 講師 

10 時 30 分～12 時 「資料に残された津島の怪異・伝承」 園田俊介氏（津島市立図書館
長） 

13 時～14 時 30 分 「津島文華詞 -津島とかかわりのあ
った文化人列伝- 」 

浅井厚視氏（津島市立南小学校
校長） 

14 時 30 分～16 時 「近世尾張西部地域における豪農層
の学習活動と情報」 

石田泰弘氏（愛西市立佐織公民
館長） 



 
新 着 図 書 

『ぼくの名前はズッキーニ』  

ジル・パリス/著 安田昌弘/訳 DU BOOKS 953.7 ハ 

 

 

 

 

 

 

 

 
ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

スマートフォン向け検索画面もでき、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/ 

 

休館日 

２４日（火）（毎月第４火曜日） 

 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『認定司書のたまてばこ』砂生絵里奈/編著 ←全国で活躍する認定司書たちの豊富な経験を紹介。 

『おいしい記憶』←食の幸せ「おいしい記憶」にまつわる 12 人の著名人たちの書下ろしエッセイ。 

『ゴースト』中島京子/著 ←温かいユーモアと時代の底を読みとるセンスに包まれた 7 つの幽霊連作集。 

『103 歳。どこを向いても年下ばかり』笹本恒子/著 ←いくつになっても豊かに生きる秘訣を伝える。 

『今日はヒョウ柄を着る日』星野博美/著 ←写真家でもある著者は立ち位置で「世界」が変わることも語る。 

『はじめての野菜づくり』←農薬を使わない野菜作りのコツを、生育写真とともにわかりやすく解説。 

『母さん、ごめん。』松浦晋也/著 ←思い知ったのは、“男の子”が母の介護を行うことの難しさだった。 

『ぼくたちに、もうモノは必要ない。』佐々木典士/著 ←モノを最小限に減らすミニマリストの生き方とは？ 

『西郷どん！』林真理子/著 ←激動の幕末を駆け抜け、新たな時代を作った西郷隆盛の生涯を描く。 

『ヒトは何故それを食べるのか』←食の起源を歴史の中から紐解き、人類の食経験と食文化の奥深さを語る。 

 

 アルコール依存症の母親と 2 人で暮らす 9 歳の少年イカールは、母

親がつけた“ズッキーニ”というニックネームを大切にしている。しか

しある日、ズッキーニは不慮の事故で母親を亡くしてしまう。事故を担

当した親切な警察官・レイモンに連れられ、ズッキーニは養護施設「レ・

フォンテーヌ」に入る。はじめは馴染めずにいたが、それぞれに複雑な

事情を抱える仲間たちと過ごすうちに心を通わせ、成長していく。 

 この作品の映画が、2016 年にスイスにて制作され、ついに今年日本

でも上映されました。本書は『奇跡の子』の新装改訂版となっておりま

す。この機会にぜひ読んでみてはいかがでしょう。 


